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水槽のイバラトミヨが産卵

棲息地で恒例の生き物調査
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5月25日、新発田市久保地区の水路で、毎年恒

例となっている生き物観察会を実施しました。

当日は市内小学校の運動会開催と重なり、子供た

ちの参加は少なめでしたが、6名の子供たちが参加

しました。

太斎地区のファームポンド（貯水池）近くに集合し、

まずは県農村整備課のかたからファームポンドや

生き物に配慮したほ場整備についての説明を受け

たあと、当会からファームポンドの生き物について

説明しました。

ファームポンドは水深が深く、子供たちに生き物

採取をさせるには危険なため、あらかじめ捕まえて

おいた生き物を見せながら説明しました。捕まえた

物の中にイバラトミヨの雌もいましたが、捕まえられ

たことで驚いたのか、水槽の中で産卵をしていまし

た。（観察後はもちろん、ファームポンドに戻しまし

た。）水質調査は水温13度でイバラトミヨとっては適

温、COD値は「5」。魚の棲息には問題ありませんが、

少し高めの数値でした。

調査場所を久保の水路に移し、今度は子供たち

も一緒に網を入れて生き物の捕獲です。ツチガエ

ル、イバラトミヨ、ドジョウ、オオコオイムシ、カワニ

ナ、ヨコエビ、シオカラトンボのヤゴやザリガニなど

を捕獲しました。

イバラトミヨは7匹捕まえることができましたが

ファームポンドのものより小さく、餌が足りているの

かどうか気になるところです。また、水路の水量は

田んぼの用水が入っているので、そこそこ流れ

ているように見えますが、上流部の湧き水は止

まったまま。水草もイバラトミヨの棲息に必要なミ

クリは少なく、ザリガニもいるこの水路は、イバラ

トミヨにとってはあまりよい環境ではないようです。

気になることはもう一つ。水路を土水路として残

してもらっているため、側面が崩れてきているこ

と。水量不足とともに側面の補強や草刈りなど、

イバラトミヨの棲息地の環境維持は、今後の大き

な課題です。

加治川河川敷に駐車場が完成

当会と加治川を愛する会、加治川桜の里づくり

の会の３団体が連携し、昨年秋、新潟県、新発田

市、聖籠町に要望書を提出しました。その要望項

目の一つ、紫雲寺記念公園の駐車場整備が実現

しました。駐車場は加治川河川敷です。まだ、利

用に制限がある状況ですが、駐車場をより利用し

やすくしてほしいということも盛り込み、昨年に引

き続き、今年も県などへ要望書を提出予定です。
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今年も楽しく田植え体験

竹俣プロジェクト・農業交流体験に協力

去る５月19日、竹俣活性プロジェクトの一つ、上

三光農家組合主催の田植え体験事業が開催され

ました。このイベントは、上三光で米がどのようにし

て作られているのかを体験してもらい、米づくりを通

して村部との交流を深めてもらいたいと、去年から

始めたもので、加治川ネットの共催事業です。

当日は、親子の参加者を中心に、地元農家組合

の方々など60名ほどが上三光地区の田んぼに集

まり、横一列に並んでの手植えをしました。機械植

え用の苗を 2～ 3本ずつに手で分けるのは、結構

指の力が必要で、植える時は泥に上手に苗を差さ

ないと苗は横になってしまいます。中程まで進んで

後ろを振り返ると、少し列が曲がっていて、手植え

ならではの味が出ていました。大勢の力のお陰か、

１時間もしないうちに苗植えは終了しました。

冷たい雪解け水で足を洗った子供たちは、次に

機械植えの試乗体験です。8条植えの機械の威力

はすごく、4往復もすると、大きな田んぼもあっという

間に苗が植え揃えられました。

お昼はその場で楽しく会食。集落の方々が用意し

てくださったおにぎりやアスパラ料理、漬物などをお

いしくいただきました。昼食の食材はすべて地場産

のもので、特に焼きアスパラは絶品でした。

農業交流体験イベント第２弾！

案山子づくりと生き物観察会

５月に田植えをした田んぼのそばに案山子を立

てたり、田んぼ周辺にどんな生き物がいるのか観

察したりします。田植えに参加しなかった人でも

参加できるイベントです。

とき / ７月21日 ㈰ 午前10時～午後３時

集合 / 午前9時30分、上三光公会堂

内容 / 午前に生き物観察会、午後に案山子づくり

と案山子コンテスト

参加費 / 無料

その他 / おにぎりを持参（汁物などは主催者で準

備）。案山子に使う古着などの材料のある方は

ご用意ください。

申し込み /  竹俣活性プロジェクト

小柳（090-5434-3185）

水辺の大楽校、歴史ウオーク 参加者募集

歴史ウオークは随行スタッフ補充要員も

毎年恒例事業となっている加治川ネット主要

事業の一つ「水辺の大楽校・僕らは加治川探検

隊」の季節となりました。今年の開催は8月4日。

今回は県の「水環境ワークショップ」の一環として

実施するため、新発田市周辺以外からの参加も

予想されます。申し込みはお早めに。詳しいこと

は、同封チラシをご覧ください。

なお、県の「水環境ワークショップ」は、第１弾

として 、7月15日、カルチャーセンター

で関係団体や市民、自治体職員など

を対象に活動発表やワークショップ

が開かれます。時間は午後１時30分

から。参加は自由です。

そしてもう一つ。新発田市主催の城下町しばた

歴史ウオークに、今年も加治川ネット提案の「会

津てくてく旅」コースが加わります。阿賀町津川

から諏訪峠を越えて新発田へ向かうコースです。

随行スタッフ（欠員補充

要員）募集中です。

とき/ 9月29日㈰ 午前6時15分、五十公野公園

陸上競技場集合。協力可能な方は、ネット事務

局へご連絡を。
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「イオン イエローレシートキャンペーン」

2013年度上期の寄付受領

５月には、キャンペーン呼びかけも

イオンでは毎月 11日にイエローレシートキャン

ペーンを実施しています。11日に発行される黄色

のレシートを、支援したい団体の箱に入れると半

年ごとにまとめられ、合計金額の一部が支援団体

に還元されるものです。当会の箱は、イオン新発

田店に設置されています。

その2013年度上期分の支援金額がまとまり、去

る４月11日、イオン新発田店で寄付金授与式

がありました。

今回の支援額は７千円。当会ではこのお金を

会員の皆さんへ郵送する封筒やプリンターのイン

ク代等に充てることにしました。

イエローレシートキャンペーンを少しでも多くの

皆さんに知っていただこうと、５月11日午前、篠田

理事長と相馬事務局長の２人がイオンモール新

発田でレシート投函の呼びかけを行いました。

レシートを投函するだけで団体の支援ができる

ことを知らない人は意外に多く、「お金を入れれば

いいんですか」などと聞く人や白いレシートを入れ

る人もいましたが、呼びかけの成果か、当会の箱

にはたくさんのレシートが入れられました。

イエローレシートの投函箱は、店内に常時設置

してありますので、ご家庭で眠っているイエローレ

シートがありましたら、

ぜひご協力を

お願いします。

いろいろな形で

新発田市のまちづくりに協力

加治川ネットは設立から16年を経過し、新発田

市や周辺でその活動が認知されてきています。

それに伴い、まちづくり団体の一つとして、環境

以外のいろいろな協議会などへの委員推薦を依

頼されることも増えています。その中から二つを

紹介します。

☆ 新発田市ボランティア連絡協議会

当会は新発田市のボランティアセンター利用

者として、以前から新発田市ボランティア連絡協

議会（ボラ連）に加入しています。近年、社会福

祉協議会がまちづくりにも目を向け始めたことも

あり、平成23年度からボランティア連絡協議会の

理事の一人となっています。任期は２年。今年が

改選の年でしたが再任されました。

ボラ連の実施する事業には、毎月10月実施

のボランティアフェスティバルなどがあります。

☆ 新発田市男女共同参画推進団体懇談会

この懇談会は男女共同参画社会の実現を目

指し、男女がお互いに尊重しあうこと、明るく住

みよいまちを目指し、各団体同士が連携・情報

交換をすることを目的としています。

「男女共同参画」というと、女性団体が主に活

動しているイメージがありますが、そのイメージ

を変えたいと、新発田市から懇談会役員推薦

の依頼があり、25年度、役員として参加するこ

とになりました。任期は１年です。この懇談会が

関係する事業には、人権フェスティバルや男女

共生市民講座などがあります。

写真左後方にあるの
が、投函箱です。食品
売り場レジ前や２階階
段近くに設置してあり
ます。
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加治川ネット２１の活動報告

2013年 1月 1日～6月30日

【１月】

１月２４日 総会資料発送作業

【２月】

２月１１日 総会・記念講演会（自主事業）

２月１６日 新発田川を愛する会研修（アドバイザー派遣）

【３月】

３月 ２日 敬和学園大学阿賀北ロマン賞記念シンポジウ

ム（パネリスト派遣）

３月１６日 三面川懇談会（委員派遣）

３月２３日 第９回手前味噌の会（主催事業）

【４月】

４月２０日 加治川花見ウオーク（協力事業）

【５月】

５月１１日 イエローレシートキャンペーン呼びかけ

５月１９日 竹俣活性プロジェクト田植え体験交流事業（共

催事業）

５月２２日 五十公野小学校総合学習支援（講師派遣）

５月２３日 五十公野小学校総合学習支援（講師派遣）

５月２５日 ふるさと生き物観察会（主催事業）

５月２５日 全国水一斉調査（協力事業）

【６月】

６月 ４日 米倉小学校総合学習（講師派遣）

６月２1日 五十公野小学校総合学習(講師派遣)

６月２９日 米倉ホタル学習会・観察会（講師派遣）

理事会： １月１９日

定例会：

２月 ７日、３月７日、４月４日、５月２日、６月６日

広報 関係：１月２４日 会報「カジカの学くん新春号」発行、

１月２６日 広報編集会議、３月２７日 広報校正作業、４月

４日 広報「水辺のひろば１７号」発行

会議等： １月１６日 ボランティア連絡協議会役員会、１月

２５日 まちづくり活動発表会連絡会議、２月２０日 加治川

桜関係団体会議、３月６日 ボランティア連絡協議会役員

会、４月１７日 歴史ウオーク打ち合わせ、４月１９日 男女

共同参画社会推進懇談会、５月２０日 男女共生市民講座

実行委員会、５月２１日 加治川桜関係団体会議、５月２９

日 水環境ワークショップ打ち合わせ、５月３０日 しばた人

権フェスティバル実行委員会、６月７日 ボランティアフェス

ティバル検討会、６月２０日 水環境ワークショップ打ち合わ

せ

その他 ： １月７日 新発田市新春を祝う会出席、４月11日

イオンイエローレシートキャンペーン授与式、４月２２日 城

下町新発田会紫雲寺記念公園視察同行、４月２８日 五泉

トゲソの会観察会参加、５月１２日 新潟NPO協会10周年記

念シンポジウム出席、５月１８日 会津街道整備協力

定例会に参加してみませんか

加治川ネットの定例会に参加してみません

か。当会は毎月第１木曜日を定例会の日と決

め、事業の検討や提案、他団体の事業紹介、

情報交換などを行っています。

定例会はどなたでも参加できます。気軽にご

参加ください。また、会費の納入も受け付けて

います。

とき/  毎月第１木曜日 午後７時～

ところ/ 新発田市ボランティアセンター２階集

会室（部屋が変更になる場合もあります。

入口の案内板で確認してください）

あなたの「特技」を

加治川ネットの活動に

当会では小学校や地域の環境学習などに

講師を派遣しています。しかし、講師ができる会

員の多くは仕事を持っているため、平日の授業

への対応が難しくなってきています。

会員の皆さんの中に植物や水生物に詳しい

人はいませんか。その知識を子供たちに伝えて

みませんか。講師としてではなく、補助スタッフ

としての参加も受け付けます。

当会会員でなくても、近くにこんな人がいると

いった情報でもOKです。ぜひ、ご紹介ください。
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